
小学６年理科 第５回月例テスト 学習プリント 

ひのき進学教室 

１ てこ① 

（1）てこには次の 3点があります。それぞれの点を何といいますか。 

(a) 手などで力を加える点                   （          ） 

(b) ものに対して力が働く点                  （          ） 

(c) てこが支えられている点                  （          ） 

（2）てこは（1）の並び方によって、次のＡ～Ｃに分けられます。 

 

 

 

 

次の道具はＡ～Ｃのどのてこになりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（①   ）、（②   ）、（③   ）、（④   ）、（⑤   ）、（⑥   ）、（⑦   ） 

 

２ てこ② 

てこのつり合いについて、以下の問いに答えなさい。ただし(1)～(6)については、糸や棒の重さは考

えないものとします。 

（1）太さが同じで、長さ１５０cm の棒を図１のようにつり合わせました。このとき、おもりＡの重さ

は（       ）ｇです。また、ばねはかりは（       ）ｇを示しています。 

（2）太さが同じで、同じ間かくの目もりがついている棒を、図２のようにつり合わせました。このと

き、おもりＢの重さは（       ）ｇです。また、ばねはかりは（       ）ｇを示

しています 

（3）太さが同じで、同じ間かくの目もりがついている棒を、図３のようにつり合わせました。このと

き、ばねはかりＣは（       ）ｇ、ばねはかりＥは（       ）ｇを示しています。 

 

 

図 1              図 2              図 3 



（4）太さが同じで、長さ８０cm の棒を図４のようにつり合わせました。このとき、ばねはかりＦは

（        ）ｇ、ばねはかりＧは（        ）ｇを示しています。 

（5）太さが同じで、長さが１５０cm の棒を図５のようにつり合わせました。このとき、ばねはかりＨ

は（        ）ｇを示しています。また、支点には（        ）ｇの力がかかっ

ています。 

（6）太さが同じで長さ２ｍの棒に図６のようにおもりをつるして水平につり合わせました。このとき、

ばねはかりⅠは（        ）ｇ、ばねはかりＪは（        ）ｇを示しています。 
 

 

図 4              図 5              図 6 

 

（7）太さが同じで長さ２００cm、重さが８０ｇの棒を図７、図８のようにつり合わせました。このと

き、おもりＫの重さは（       ）ｇです。ばねはかりＬは（       ）ｇを示して

います。また、おもりＭの重さは（       ）ｇです。ばねはかりＮは（       ）

ｇを示しています。 

 

 

 

 

 

 

図 7               図 8 

 

３ てこ③ 

 太さが一様でない長さ 50cm の棒と、糸とおもりを使ってつり合いの実験をしたところ、図１のよう

な状態でつり合いました。以下の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（1）図２のように、20ｇと 10ｇのおもりをつるすと棒がつり合いました。10ｇのおもりを糸から右へ

何㎝のところにつるしましたか。                   （       ㎝） 

（2）図３のように、20ｇのおもりをつるすと棒がつり合いました。この棒の重さは何ｇですか。 

 （       ｇ） 

（3）図４のように、60ｇのおもりを棒の左はしにつるして棒をつり合わせるためには、糸をつける位

置を棒の左はしから何㎝のところにすればよいですか。         （       ㎝） 

（4）この棒とまったく同じものをもう１本用意し、おもり３個とともに、図６のようにつり合わせま

した。 

① 下の棒をつるしている糸には、何ｇの力がかかっていますか。    （       ｇ） 

② Ａ、Ｂのおもりの重さはそれぞれ何ｇですか。    （Ａ＝    ｇ、Ｂ＝    ｇ） 

③ ２本の棒と３個のおもりを支えている糸には、何ｇの力がかかっていますか。 

 （       ｇ） 

 

４ 輪軸 

 右の図の輪軸で３００ｇのおもりを引き上げるとき次の問いに答えなさい。 

（1）（        ）ｇより大きい力でばねはかりを引けば３００ｇのおも

りが上がります。 

（2）おもりを２０ｃｍ引き上げるときばねはかりは（        ）ｃｍ下

がります。 

 

 

５ 輪軸と滑車 

 右の図のように、滑車・輪軸（半径の比は３：１）を組み立てて、つり合わせま

した。これについて、次の問いにそれぞれ数字で答えなさい。ただし、滑車・輪軸・

ひもの重さは考えないことにします。 

（1）おもりＧは（      ）ｇです。 

（2）ばねはかりＥは（      ）ｇ・ばねはかりＦは（     ）ｇを示

します。 

（3）３００ｇのおもりを１２cm 持ち上げるとき、おもりＧは（     ）ｃｍ

下がります。 

 

 

６ 組み合わせ滑車 

右の図のように、滑車を組み合わせ、おもりを下げてつり合わせました。おもり○あ～○えはそれぞれ

何ｇですか。ただし、滑車・棒・ひもの重さは考えないことにします。 

 

○あ（        ） 

○い（        ） 

○う（        ） 

○え（        ） 

 

 



小学６年理科 第５回月例テスト 学習プリント 解答 

ひのき進学教室 

１ てこ① 

（1）てこには次の 3点があります。それぞれの点を何といいますか。 

(a) 手などで力を加える点                   （    力点    ） 

(b) ものに対して力が働く点                  （    作用点   ） 

(c) てこが支えられている点                  （    支点    ） 

（2）てこは（1）の並び方によって、次のＡ～Ｃに分けられます。 

 

 

 

 

次の道具はＡ～Ｃのどのてこになりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（① Ｂ ）、（② Ａ ）、（③ Ｃ ）、（④ Ａ ）、（⑤ Ａ ）、（⑥ Ｂ ）、（⑦ Ｃ ） 

 

２ てこ② 

てこのつり合いについて、以下の問いに答えなさい。ただし(1)～(6)については、糸や棒の重さは考

えないものとします。 

（1）太さが同じで、長さ１５０cm の棒を図１のようにつり合わせました。このとき、おもりＡの重さ

は（  ４５  ）ｇです。また、ばねはかりは（   ７５  ）ｇを示しています。 

（2）太さが同じで、同じ間かくの目もりがついている棒を、図２のようにつり合わせました。このと

き、おもりＢの重さは（  １０  ）ｇです。また、ばねはかりは（  ２６０  ）ｇを示し

ています 

（3）太さが同じで、同じ間かくの目もりがついている棒を、図３のようにつり合わせました。このと

き、ばねはかりＣは（  ２４０  ）ｇ、ばねはかりＤは（  １６０  ）ｇを示しています。 

 

 

図 1              図 2              図 3 



（4）太さが同じで、長さ８０cm の棒を図４のようにつり合わせました。このとき、ばねはかりＦは

（  ５１．２  ）ｇ、ばねはかりＧは（  ７６．８  ）ｇを示しています。 

（5）太さが同じで、長さが１５０cm の棒を図５のようにつり合わせました。このとき、ばねはかりＨ

は（  ５２．５  ）ｇを示しています。また、支点には（  ４２．５  ）ｇの力がかかっ

ています。 

（6）太さが同じで長さ２ｍの棒に図６のようにおもりをつるして水平につり合わせました。このとき、

ばねはかりⅠは（  ４００  ）ｇ、ばねはかりＪは（  ２５０  ）ｇを示しています。 
 

 

図 4              図 5              図 6 

 

（7）太さが同じで長さ２００cm、重さが８０ｇの棒を図７、図８のようにつり合わせました。このと

き、おもりＫの重さは（  ８７．５  ）ｇです。ばねはかりＬは（  ２９２．５  ）ｇを

示しています。また、おもりＭの重さは（ ７．５ ）ｇです。ばねはかりＮは（ ２３７．５ ）

ｇを示しています。 

 

 

 

 

 

 

図 7               図 8 

 

３ てこ③ 

 太さが一様でない長さ 50cm の棒と、糸とおもりを使ってつり合いの実験をしたところ、図１のよう

な状態でつり合いました。以下の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（1）図２のように、20ｇと 10ｇのおもりをつるすと棒がつり合いました。10ｇのおもりを糸から右へ

何㎝のところにつるしましたか。                   （   ３０  ㎝） 

（2）図３のように、20ｇのおもりをつるすと棒がつり合いました。この棒の重さは何ｇですか。 

 （   ４０  ｇ） 

（3）図４のように、60ｇのおもりを棒の左はしにつるして棒をつり合わせるためには、糸をつける位

置を棒の左はしから何㎝のところにすればよいですか。         （    ６  ㎝） 

（4）この棒とまったく同じものをもう１本用意し、おもり３個とともに、図６のようにつり合わせま

した。 

① 下の棒をつるしている糸には、何ｇの力がかかっていますか。    （   １００ ｇ） 

② Ａ、Ｂのおもりの重さはそれぞれ何ｇですか。    （Ａ＝ ５０ ｇ、Ｂ＝ １０ ｇ） 

③ ２本の棒と３個のおもりを支えている糸には、何ｇの力がかかっていますか。 

 （   １５０ ｇ） 

 

 

４ 輪軸 

 右の図の輪軸で３００ｇのおもりを引き上げるとき次の問いに答えなさい。 

（1）（  １００  ）ｇより大きい力でばねはかりを引けば３００ｇのおもり

が上がります。 

（2）おもりを２０ｃｍ引き上げるときばねはかりは（  ６０  ）ｃｍ下がり

ます。 

 

 

 

５ 輪軸と滑車 

 右の図のように、滑車・輪軸（半径の比は３：１）を組み立てて，つり合わせま

した。これについて、次の問いにそれぞれ数字で答えなさい。ただし、滑車・輪軸・

ひもの重さは考えないことにします。 

（1）おもりＧは（  ４５０  ）ｇです。 

（2）ばねはかりＥは（  １５０  ）ｇ・ばねはかりＦは（ ６００ ）ｇを

示します。 

（3）３００ｇのおもりを１２cm 持ち上げるとき、おもりＧは（  ８  ）ｃｍ

下がります。 

 

 

６ 組み合わせ滑車 

右の図のように、滑車を組み合わせ、おもりを下げてつり合わせました。おもり○あ～○えはそれぞれ

何ｇですか。ただし、滑車・棒・ひもの重さは考えないことにします。 

 

○あ（   １００  ）ｇ 

○い（    ６０  ）ｇ 

○う（   ８００  ）ｇ 

○え（    ７５  ）ｇ 


